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本日の内容
１．国立極地研究所（極地研）について
２．オープンサイエンスへの取組
３．機関リポジトリについて
４．会議資料の公開の具体例について
５．会議資料公開の反響
６．まとめ
７．今後の課題
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１．国立極地研究所（極地研）について

• 1973年9月29日創設：南極や北極などの観測と研究を行う研究所

• 東京都立川市に所在

• 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構の構成機関

• 国立大学法人総合研究大学院大学の基盤機関

研究・教育 共同利用・
共同研究
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２．オープンサイエンスへの取組

• 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所データ・試資料の取り扱い
に関する基本方針（2010年9月24日）
https://scidbase.nipr.ac.jp/uploads/policy/data_policy_20100924_r.pdf
・・・南極条約や日本の極域研究観測データセンターとしての責務により、

研究観測活動によって得たデータ・試資料を適切に利用・管理・保管・公開

• 国立極地研究所オープンアクセス方針（2017年11月24日）
https://www.nipr.ac.jp/outline/activity/oap.html
・・・研究成果を機関リポジトリにてCC-BYで公開、研究成果の根拠データも公開
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• 学術データベース

https://scidbase.nipr.ac.jp/

2011年3月～

• 北極域データアーカイブシステム（ADS）

https://ads.nipr.ac.jp/

2012年～
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研究データ 研究成果

• Polar Data Journal

https://pdr.repo.nii.ac.jp/

2017年1月～

• 学術情報リポジトリ

https://nipr.repo.nii.ac.jp/

2014年10月～

データジャーナル



• Polar Data Journal
（JAIRO Cloud）

フリーアクセス

データ論文と研究データに
DOI付与
・・・永続的アクセス

データ論文にCCライセンス付与
・・・再利用のしやすさ

査読レポートを公開
・・・査読の信頼性
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本文あり

論文・研究データへのDOI付与

論文へのCCライセンス付与

１００％



３．機関リポジトリについて

• 国立極地研究所学術情報リポジトリ

（JAIRO Cloud）

2014年10月24日一般公開

2022年10月24日現在

約1,320万アクセス
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• 国立極地研究所学術情報リポジトリ運用指針（2014年10月27日策定）
https://nipr.repo.nii.ac.jp/?action=common_download_main&upload_id=11568

• 国立極地研究所学術情報リポジトリ登録申請書
https://nipr.repo.nii.ac.jp/?action=common_download_main&upload_id=7567

→複製権、公衆送信権、CCライセンス、DOI付与の確認

• 2022年10月現在 登録総件数：15,094件
本文あり ：14,611件（96.80%）
DOI付与 ： 4,080件（27.03%）
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• 本文ありのコンテンツ内訳
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資源タイプ別コンテンツ割合

紀要論文

会議発表用資料

一般雑誌記事

図書

報告書

学術雑誌論文

データセット

修士論文

その他

資源タイプ 件数

紀要論文 9,170

会議発表用資料 4,391

一般雑誌記事 295

図書 195

報告書 130

学術雑誌論文 66

データセット 7

修士論文 1

その他 356

計 14,611



• 会議発表用資料4,391件の中身

・極域科学シンポジウム

・南極設営シンポジウム

・各種研究集会、研究談話会、セミナー等

の要旨（アブストラクト）やプレゼンテーション資料
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４．会議資料公開の具体例

＜極域科学シンポジウムのアブストラクト＞

• 極域科学シンポジウム

https://www.nipr.ac.jp/symposium2022/

毎年、南極地域観測隊を送り出した後の

11月～12月頃に全所挙げて開催
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• 公開の経緯

・リポジトリを持つ以前から研究所の出版物として

シンポジウム予稿集のCD-ROMや冊子体が当室へ寄贈され所蔵

↓

・リポジトリのコンテンツを増やしたい

リポジトリ一般公開直後のシンポジウム分から電子データをもらい登録

過去分も遡及登録
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• 公開フロー

・シンポジウムHP「Registration and abstract submission」のページ

注意書き：アブストラクトの著作権は著者にある

要旨は学術情報リポジトリで公開する

運用指針を読んで同意できる場合のみ登録してほしい

・情報図書室からシンポジウム実行委員へメタデータフォーマット入力依頼

・シンポジウム実行委員がメタデータ作成、登録ファイル取りまとめ

・情報図書室が一括登録

・シンポジウム実行委員と情報図書室で確認

・公開
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５．会議資料公開の反響

• （コロナ禍以前：第8回～第11回まで）

シンポジウム開催日前にリポジトリでアブストラクト公開

リポジトリがシンポジウムの個別アブストラクトを見る唯一の手段

→アクセス数増
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南極資料
21.2%

極域科学シンポジウ

ム
15.4%

JARE Data Reports
6.3%

Meteorite Newsletter
0.8%

その他
56.4%

【2021年度資料別ダウンロード割合】

資料別ダウンロード数
南極資料 38,411 

極域科学シンポジウム 27,927 

JARE Data Reports 11,348 

Meteorite Newsletter 1,384 

その他 102,480 

計 181,550 
＊参考

Polar Data Journal 10,584

南極資料
17.3%

極域科学シンポジ

ウム
16.1%

Polar Science
8.8%

JARE Data Reports
6.0%

Meteorite 
Newsletter

1.0%

その他
50.8%

【2021年度資料別アクセス割合】

資料別アクセス数
南極資料 33,161 

極域科学シンポジウム 30,709 
Polar Science 16,884 

JARE Data Reports 11,487 
Meteorite Newsletter 1,853 

その他 97,081 
計 191,175 

＊参考
Polar Data Journal 3,537

当該年のシンポジウム開催後の
アブストラクト公開でも極地研
刊行誌に匹敵するアクセス数



（アクセス数増に加え）
→所内のリポジトリ登録意識向上：当室から働きかける前にコンテンツが集まる

• 海外の大学の研究者から当室へ問合せ：

極域科学シンポジウムのアブストラクトで興味深いものがあった。

研究者とこの内容及び研究協力について話をしたいので、連絡先を教えてほしい。
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６．まとめ

＜国立極地研究所学術情報リポジトリで会議資料が主要コンテンツの理由＞

• シンポジウム等会議資料は極地研の最新研究成果

• リポジトリ登録資料を利用せざるを得ない状況

→リポジトリの必要性認識

→資料登録までがシンポジウムという意識付け

→毎年増え続けるコンテンツに成長
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リポジトリ
登録依頼

ファイル・
メタデータ
受取

リポジトリ
登録

依頼者が
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他者が利用

リポジトリ登録がオープンサイエ
ンスに寄与することをいかに意識
してもらうかが好循環のポイント



７．今後の課題
• 当室が改善すべき点

・継続的な広報、打合せ：担当者が交代してもコンテンツが登録され続けるように

・何をする組織か、何を期待されているのかを把握：的確なコンテンツ収集

→リポジトリの存在感を高める

・システム（JAIRO Cloud）への習熟：コンテンツ公開へのポテンシャルに水を差さない

・検索精度向上：著者IDの統合など→リポジトリの有用性を知らしめる

研究成果公開基盤としての役割を全うすることでオープンサイエンスへ寄与
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• リポジトリ（JAIRO Cloud）に改善を望む点

・大量コンテンツの登録確認がしづらい点

コンテンツのダウンロードではなくWEB上で見たい

・疑問が解決しづらい点

もう少し質問しやすくしてほしい

・日英切替と日英統合への対応

日本語で検索したコンテンツを英語表示に切り替えるとトップページに戻る

→WEKO３移行で改善

同じ著者について日本名と英語名両方のコンテンツを検索したい
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ご清聴ありがとうございました
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